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概要

当院の１階には外来・救急外来・医事課があり、地下1階にはコンビニエンスストアやレストランがある。地下フロ

アにはテーブルや椅子、ソファを置き、患者・家族がくつろげるスペースとなっている。地下へはエレベーター又

は、階段を利用し移動している。

高齢の外来患者が家族に付き添われ階段で地下へ降りた際に、階段の段差に気が付かず転倒し、大腿骨頸部骨折を発

症した事例を経験した。

要因

地下へ降りる階段の最後の1段は踊り場となっており、さらに地下フロアとの間に1段段差があった。手摺りは階段に

はあるが、踊り場には構造上設置されていなかった。階段の踏面は木目調で、踊り場の床は白色タイルのため、段差

を視認しやすいが、踊り場と地下フロアは同じ白色タイルのため段差に気が付きにくい状況であった。

対策

1.踊り場とフロアの境(フロア側)に⿊いマットを敷いた。

2.⿊いマットの上(階段から降りたときの正⾯)に「段差があります注意」の⽴て看板を設置した。

3.踊り場の縁に茶色の線をひいた。

4.踊り場の両側に観葉植物を置き、階段の延⻑であることがわかるようにした。
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【対策前】

踊り場と地下

フロアの段差

に気が付きに

くい

【対策後】

地下フロアに注

意を促す看板を

設置し、マット

を敷くことで段

差を視認できる

ようにした


